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赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」

と
し
て
、
鶴
田
町
で
は
地
域
福
祉
事
業
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
優
し
い
気
持
ち
は
、
子
ど

も
と
家
族
の
支
援
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
お
持
ち
の
方
々
の
社
会
参
加
支
援
等
、

様
々
な
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
目
標
額
を
達
成
す
る
た

め
、
目
安
額
と
し
て
一
世
帯
8
〇
〇
円
以
上

(
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
を
含
む
)

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
強
制
で
は
な
く
、
任
意
の
募
金
で
す
。

今
年
も
各
ご
家
庭
へ
募
金
封
筒
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
町
内
会
一
括
で
納
め
て
い
る
地
区
に
は
募
金
封
筒
は
届

き
ま
せ
ん
。

地
域
で
最
も
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幸せの種まき運動事業
イメージキャラクター

「種まきくんファミリー」

この広報は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行しています。
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瑠

一
書地

域
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
毎
戸
募
金

の
中
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
・
陸
が
い

者
・
ひ
と
り
親
世
帯
・
児
童
養
護
施

設
へ
配
分
。

商品券の配布
一人・二人暮らし

高齢者世帯、陸が

い者、ひとり親、児

童養護施設へ配

分品※を配布して

います。

※配分品
(鶴田町商品券又
は日用品の選択
制)

N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分

N
H
K
の
放
送
を
通
じ
て
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
寄
付
金
を
、
高
齢
者
の
方

に
配
分
。

」
葛

合
印
8
年
度

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

̃
ひ
と
り
親
世
帯
配
分
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
̃

今
年
度
鶴
田
町
で
集
め
ら
れ
る
地
域
歳
∫

未
た
す
け
あ
い
募
金
か
ら
、
次
の
と
お
り

配
分
を
行
い
ま
す
。

●
配
分
対
象

‾書へへへへ〇、_

WEBサイトも

見てね!
_一一一一一一- ‾

・
鶴
田
町
在
住
で
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
お

子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ひ
と
り
親
世
帯

●
配
分
予
定
金
額

・
お
子
様
一
人
当
た
り
3
千
円
以
内

※
鶴
田
町
商
品
券
又
は
日
用
品
(
日
用
品
の

詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
お
申
込
み
時
に

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
)
の
選
択
制

※
申
請
人
数
に
よ
り
金
額
は
変
わ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限

・
令
和
8
年
‖
月
6
日
(
金
)
ま
で

●
申
請
方
法

児
童
扶
養
手
当
証
書

(
青
森
県
知
事
名
で
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
)

鶴
田
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資

(
対
象
の
お
子
様
分
)

・
同
胤
園

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
社
協
窓
口
ま
で

お
持
ち
下
さ
い
。

申
請
書
は
社
協
窓
口
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
配
分
方
法

・
1
 
2
月
下
旬
、
鶴
遊
館
に
て
配
布
予
定

●
お
問
合
せ

・
鶴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

鶴田町共同募金委員会
〒038-3503鵠田町大字鶴田字油津1 93 鶴田町社会福祉協議会 鶴連館

TEL:O1 73-22-3394 FAX:O1 73-22-6322
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搭
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▲
∵
高
畠
阻
言
㍉
言
言
開
出
田
顕
百
出
∴
∴
。
高
調
は
は
言
‖
‖
嶋
津
田
富
細
田
門

肌
理
‖
畠
田
軸

馳
輩
藤
翳
や

・

-
,
1
ヽ
へ
「
裏

書

i

〇
十
〇
■
お
〇
〇
〇
〇
〇
看
†

地
域
の
み
ん
な
で
つ
く
る

楽
し
い
鶴
田
町

●
′

●

「
幸
せ
の
種
ま
き
連
動
」
は
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
自
主

的
に
推
進
し
て
い
る
事
業
で
す
。

地
域
住
民
が
み
ん
な
で
自
由
な
発
想
で
工
夫
し
な
が
ら
自
分

た
ち
の
地
域
福
祉
を
見
守
り
、
支
え
に
な
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

令
和
8
年
度
各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲4/19 前中野 救命救急法講習
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▲5/5 田中町 お花植え

▲7/20 みどり町 ポッチヤ体験会

7
月
2
 
5
日
、

「
夕
涼
み
会
」

中
野
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
中
野
地
区

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲皆さんで協力して盛り上げます

▲どれも大当たりな千本引き

7
月
2
6
日
、

わ
れ
ま
し
た
。

鷹
ノ
尾
地
区
の
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
行

竃・-琵
-ノ/`鞄

で
ゝ

▲朝のラジオ体操から始まります!

▲みなさんでゴミ拾いと草刈り!

近
年
、
幸
せ
の
種
ま
き
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
福
祉
デ
イ
や
地
区
サ
ロ
ン
で
は
、
誰
も
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ボ
ツ
チ
ヤ
や
モ
ル
ツ
ク
、
輪
投
げ
や
玉
入
れ
な
ど
、
年

齢
や
体
力
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
も
の
を
取
り
入
れ
る
地

区
が
増
え
、
幅
広
い
年
代
の
住
民
が
一
緒
に
交
流
で
き
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
好
評
で
す
。

こ
う
し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
は
、
準
備
が
簡
単
で
ル
ー
ル
も

分
か
り
や
す
く
、
初
め
て
の
方
で
も
す
ぐ
に
参
加
で
き
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
交
流
促
進
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

鶴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ツ
チ
ヤ
・
モ
ル
ツ

ク
・
輪
投
げ
な
ど
の
用
具
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

地
区
サ
ロ
ン
、
交
流
事
業
、
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

地
域
の
集
ま
り
に
「
楽
し
さ
」
を
気
軽
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ト
ボ
ツ
チ
ヤ

ト
モ
ル
ツ
ク
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【一般介護予防事業in鶴遊館
メニュー 10月 11月 12月 時間 

ノルディック・ウオーク 9日㈲ 23日㈲ 6日㈲ 20日㈲ 11日㈲ 25日㈲ 

10時へ11時 

ヨ ガ 13日㈹ 27日的 2日侃) 17日的 2日㈱ 15日的 

フ ラ ダ ン ス 6日的 20目測 10日的 24日㈹ 8日的 22日的 

コ コ リ ラ 体 操 14日㈱ 28日㈱ 18日㈱ 25日㈱ 9日㈱ 23日㈱ 

ポ ッ チ ャク ラ ブ 7日㈱ 21日㈱ 4日㈱ 16日旧) 1日的 16日㈱ 

ゴ二シカンクラブ 6日㈹ 20日㈹ 17日㈹ 24日㈹ 8日㈹ 22日的 

9時30分へ12時 

カ ラ オ ケク ラ ブ 5日旧) 19日侃) 9日伯) 7日帰) 21日旧) 

書 道 ク ラ ブ 2日㈲ 16日㈲ 13日㈲ 27日㈲ 4日㈲ 18日㈲ 10時へ11時30分 

ほ っ こ り サ ロ ン 月曜日と金曜日に開催(祝日は休み) 10時の14時 

真書紫 みんなの居場所 

晴へHug(ハグ)へ』 

10月 11月 12月 

4日旧) 1日旧) 6日(日) 

18日旧) 15日旧) 20日旧) 

時間:9時へ16時(滞在時間自由) 

場所:鶴遊館 
対象:小学生以上(保護者同伴可) 

※11月15日(日 ま、いのちのまつり開催日の 

ため、実習ハウスのみの利用となります。 

轟「舗譜密書『 
10月 11月 12月 

28日㈱ 25日㈱ 16日㈱ 

時間:13時30分へ15時30分 

認知症のある方や、その家族だけでなく、 
認知症に興味のある方ならば、 

誰でも気軽に利用できる憩いの場です。 
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「
あ
お
も
り
プ
一
つ
イ
ド
」

津
軽
地
域
最
大
の
秋
祭
り
は
、
岩
木
山
神
社
の
お
山
参

詣
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
出
来
秋
に
感
謝
し
家
内
安
全
を

願
う
。
昨
年
、
山
道
町
内
会
で
は
大
し
め
縄
を
担
ぎ
、
登

山
磯
子
の
演
奏
に
合
わ
せ
サ
イ
ギ
・
サ
イ
ギ
と
参
拝
し
た

の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
青
森
県
が
主
催
す
る
「
あ
お
も
り
プ
ラ
イ
ド
二

〇
二
六
」

の
第
一
回
大
会
に
、
鶴
田
登
山
馳
子
保
存
会
の

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

登
山
峨
子
、
民
謡
「
津
軽
山
唄
」
、
下
山
雌
子
を
披
露

し
ま
し
た
。
下
山
峨
子
の
演
奏
時
に
四
人
に
よ
る
踊
り
も

加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
踊
り
が
つ
く
こ
と
に
司
会

の
方
々
に
は
非
常
に
珍
し
が
ら
れ
ま
し
た
。

青
森
公
立
大
学
の
広
い
講
堂
の
舞
台
で
緊
張
し
な
が
ら

も
無
事
終
わ
り
ホ
ッ
と
し
、
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

舞
台
発
表
の
前
に
は
、
発
表
五
団
体
の
交
流
会
が
開
か

れ
、
各
団
体
と
も
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
の
後
継
者
育
成
が

一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

鶴
田
登
山
峨
子
の
演
奏
者
は
現
在
七
人
で
す
が
、
会
長

の
一
戸
平
二
さ
ん
が
、
元
胡
桃
舘
小
学
校
の
郷
土
ク
ラ
ブ

で
二
十
年
に
わ
た
り
登
山
峨
子
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

山
道
町
内
に
は
指
導
を
受
け
た
四
十
代
前
後
の
人
も
数

人
い
る
の
で
、
声
を
か
け
て
会
員
の
維
持
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
登
山
峨
子
と
と
も
に
、
岩
木
山
神
社
し
め

●●●〇〇〇〇〇●場も●●●●●●●●●●●●

縄
奉
納
や
、
弥
生
画
制

作
な
ど
の
農
村
の
伝
統

行
事
を
地
域
の
誇
り
と

し
て
次
世
代
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

滝
谷
信
一

▲登山峨子の様子
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